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平成２９年度 家畜衛生対策事業の推進状況について
　千葉県畜産協会では畜産農家が自ら行う防疫活動に対して、市町村家畜防疫会、家畜保健衛生所及び関係機関・

団体等の御協力の下に、各種支援事業を推進しております。

　今回、その主な家畜衛生対策事業の進捗状況についてご報告いたします。（専務理事　松木）

【オーエスキー病清浄化対策】

　オーエスキー病の清浄化対策については、平成２０年度に対策指導が強化され、国が策定した防疫対策要領に基
づき、汚染地域のワクチン接種の徹底、種豚全頭検査による清浄度の確認及び陽性豚の摘発・とう汰を推進してき
た結果、清浄県と言えるところまでまいりました。
　これは、今年度防疫対策要領が改正され、清浄化の進展が適切に地域ステータス区分に反映されるよう、野外抗
体陽性豚がいなくなった地域（ワクチン接種が続いていても）を清浄地域と言えるようになったことからです。
　まだ、いくつかの地域において事務的な手続きが残っていますが、農家及び関係機関の御理解と御努力により達
成された金字塔と言えるでしょう。
　今後は、モニタリングを続け、隣県の動きに注意しながら清浄性の維持に努めていくこととなります。

【地域豚疾病緊急対策推進事業】

　本年度から３年間の期間において、中央畜産会の委託を受けて始めた事業です。
旭市養豚推進協議会及びその防疫部会に協力する獣医師とタイアップし、５０戸強の養豚農家のＰＲＲＳ対策をモ
デル的に実施するものです。
　事業実施の柱は、①７農場を対策実践農場と定め、検査を中心とした実践的なＰＲＲＳコントロール対策の実施、
②全農場を対象にバイオセキュリティ対策に関する聞き取りの実施、③同じく全戸の簡易検査を実施し、聞き取り
と併せてその対策改善の指導、④勉強会の開催、となっています。
　現場での作業は、ようやく緒についたところですが、養豚経営において負の要因となるＰＲＲＳを少しでもコン
トロールし、経営の改善につなげたいと考えています。

ＥＢＬ（牛白血病）研修会開催のお知らせ

　１　日　　時　平成２９年１１月６日（月）午後１時３０分から３時３０分
　２　開催場所　ヒューマンプラザ黄鶴　平安の間（旭市鎌数９２２９－１）
　３　講　　演　「なぜ牛白血病対策が必要なのか？」　講師　宮崎大学農学部獣医学科准教授　関口　敏

ふるってご参加ください！

千葉県肉用牛損害賠償請求生産者会会長　山崎 巌肉用牛損害賠償請求

　第１０次肉用牛損害賠償請求をもって肉用牛の逸失利益分の賠償請求が終了し、第１１次から第１７次請
求まで検査費用の請求を行ってきました。

第１８次以降の請求については、検体代と検査料を合わせて請求する内容（様式：Ａ票）となっております

ので、よろしくお願いいたします。

　また、平成２９年９月２０日付けで第２５次請求を行いましたので、併せてお知らせいたします。（事務局　飯沼）

区分 請求対象期間 請求金額 請求者数 請求日 

請求中 第 25 次 平成 29 年４月～６月 13,045 千円 64 名（164 名） 平成 29年 9月 20 日 

 




















